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【要 約】ギボウシ園芸品種‘シーサンダー，ファイヤーアンドアイス，ホワイトクリス

マス，ジャネット’の４品種は，無遮光条件でも観賞期間が長く，生育良好であることか

ら，景観形成に優れた都市緑化植物として有望である。 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

ギボウシは国内産のペレニアルで，なかでも在来系の緑葉種は緑被植物として用いられ

る。近年，斑入り葉や新規花色を有す品種が相次いで発表され，観賞性に優れた緑化植物

として期待度が高い。そこで，都市環境の一要因である遮光条件を交えながら，ギボウシ

園芸品種について，定植後の生育・観賞性を評価する。 

【方 法】 

在来系を対照に，園芸品種‘ゾウンズ’等，全 19 種を供試した。2005 年４月５日に，

露地圃場の親株から， 20×20×20cm のブロック（芽数 15 以上）で宿根部を株分けし，表

層洪積土を客土した圃場に定植した。都市環境要因の一つとして遮光条件に着目し，処理

区として，遮光率 58％の黒寒冷紗を，植物体の上部にトンネル状に被覆（裾部分南北 20cm

解放）した遮光区，および無遮光区の２区を設けた。観賞性評価は，判断基準（表１）に

基づき，遮光・無遮光の両区について定植後７～10 日間隔で２ヵ年間，目視観察による評

価を行い，評点ごとの積算週数を算出した。また，特性分類基準項目に基づく特性調査を

行い，草丈等の生育調査を定植翌年の７月に行った。 

【成果の概要】 

１）両区の時期別評点推移をもとに，評点０～＋１の週数を観賞期間に想定した。在来系

の遮光区では，新葉展開完了後の５月 17 日から，葉やけが確認された７月 11 日までの

８週が観賞期間であった。一方，無遮光区では葉やけが早期に認めら，観賞期間は短か

かった（図１）。 

２）供試全品種について調査２ヵ年の平均観賞期間を加味し，特性・生育調査結果と合わ

せた特性表を作成した（表２）。 

３）無遮光区での観賞期間は，‘シーサンダー’をはじめ，14 種の園芸品種で在来系より

観賞期間が長かった。一方，フォーチュネイ系の‘オーレア，アルボピクタ’の２品種

は，無遮光区で観賞期間がほとんどなく，定植当年に枯死した。 

４）定植翌年の株張・草丈が，在来系より大きい品種は，‘シーサンダー’等７品種であ

った。 

５）以上の結果，‘シーサンダー，ファイヤーアンドアイス，ホワイトクリスマス，ジャ

ネット’の４品種は，在来系と比べ，無遮光条件の植栽でも，長期間高い観賞性が保た

れ，生育も良好であり，景観形成に優れた緑化植物として期待される。 



表１　観賞性評価の判断方法

判　　断　　基　　準

　　　注）植物体の真上，および南側45～60゜の仰角から観察。

図１　ギボウシ在来系における外観評価の推移（2005年）　

表２　ギボウシ園芸品種の特性

株張×草丈cm

シーサンダー 外斑・緑 ６下

ファイヤーアンドアイス 外斑・緑 ７下～８上

ホワイトクリスマス 外斑・緑-濃緑 ７上～７中

ジャネット 外斑・緑-濃緑 ９中

シャーモン 外斑・緑 ７下～８下

サンパワー なし ７下～８上

オンステージ 外斑・青緑 ６中～７上

グリーンウェッジ なし ８上

スコッター 外斑・黄緑-白 ８中～８下

メイプルリーフ 外斑・黄 ６中～６下

ブルーカデット なし ６中～６下

ゾウンズ なし ６下～７上

パトリオット 外斑・白 －

ラブパット 外斑・青緑 －

リバースド 外斑・青緑 －

ﾌｫｰﾁｭﾈｲ オーレア －＊４ 外斑・緑 ６下

ﾌｫｰﾁｭﾈｲ アルボピクタ －＊４ 外斑・緑 －

スジギボウシ 外斑・白 ６下～７中

在来系 なし ６中～７上

＊１：表1に示した観賞度０～＋１の合計週数。数値は２ヶ年の平均値。　調査期間　０５年4月５日～11月1日　０６年３月１日～11月1日。

＊２：2005年４月定植、無遮光区で翌年７月に調査。

＊３：特性審査基準「特性表」・「日本園芸植物標準色票」を参考

＊４：定植後枯死。
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